
『
安
楽
集
』

『
浄
土
論
』

の
比
較
研
究

と
迦
才
の

書
に
見
ら
れ
る
仏
身
、
仏
土
観
を
中
心
と
し
て
|
|

〔
抄
録
〕

唐
初
、
河
北
井
州
太
原
を
中
心
に
、
阿
弥
陀
仏
の
他
力
信
仰
を
一
般
民
衆

に
勧
め
た
、
道
悼
の
『
安
楽
集
』
に
見
ら
れ
る
浄
土
教
を
、
本
書
と
関
連
深

い
迦
才
の
『
浄
土
論
』
の
そ
れ
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、

の
も

つ
性
格
の
異
な
り
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

道
梓
を
敬
慕
す
る
迦
才
が
『
安
楽
集
』
の
文
義
、
章
品
を
整
え
、
後
世
に

便
利
を
与
え
よ
う
と
の
目
的
で
著
さ
れ
た
『
浄
土
論
』
で
は
あ
る
が
、
結
果

的
に
は
道
悼
の
浄
土
教
に
反
す
る
こ
と
も
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
は
迦
才
が
長
安
の
弘
法
寺
と
い
う
仏
教
学
の
盛
ん
な
、
水
準
の
高
い
環
境

に
あ
っ
た
こ
と
と
、
当
時
先
端
の
摂
論
宗
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
た
も

は

め

じ

道
縛
は
『
安
楽
集
』
に
お
い
て
、
現
在
、
末
法
時
に
お
い
て
は
往
生
浄
土
の
法

門
こ
そ
が
唯
一
の
救
済
さ
れ
る
道
で
あ
る
と
提
唱
し
、
往
生
の
た
め
に
は
自
身
の

文
学
部
論
集

第
八
六
号
(
二

O
O二
年
三
月

佐

藤

健

の
と
い
え
る
。
特
に
、
『
浄
土
論
』
の
第
一
、
浄
土
の
体
性
。
第
二
、
往
生

人
。
第
三
、
往
生
因
な
ど
は
煩
墳
に
な
り
観
念
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

道
紳
に
見
ら
れ
る
純
粋
な
阿
弥
陀
仏
に
対
す
る
信
何
。
浄
土
を
讃
歎
し
て
止

ま
な
い
敬
度
な
心
情
は
姿
を
消
し
て
い
る
。
し
か
し
、
端
々
に
は
道
縛
の
浄

土
欣
求
の
片
鱗
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
特
に
、
第

八
、
教
興
の
時
節
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

道
紳
・
迦
才
・
浄
土
教
・
仏
身
仏
土

罪
業
を
餓
悔
し
、
福
徳
を
修
し
、
仏
の
名
口
げ
を
称
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

帰
依
の
対
象
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
に
関
し
て
は
、
現
在
、
西
方
極
楽
世
界
で
救
済

活
動
を
し
て
い
る
阿
弥
陀
仏
は
報
身
仏
で
あ
り
、
そ
の
国
土
は
報
土
で
あ
る
と
釈

明
す
る
。

五



『
安
楽
集
』
と
迦
才
の
『
浄
土
論
』
の
比
較
研
究
(
佐
藤

健

『
安
楽
集
』

周
知
の
よ
う
に
迦
才
の
『
浄
土
論
』
は
著
者
自
身
が
序
文
で
表
明
す
る
ご
と
く

の
不
備
を
改
定
す
る
目
的
で
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

両
書
に
密
接
な
関
係
の
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
こ
こ
で
二
書
の
比
較
研
究
を

行
う
の
は
、
五
世
紀
初
頭
か
ら
七
世
紀
中
葉
に
か
け
て
の
河
北
井
州
で
行
わ
れ
て

い
た
浄
土
教
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
『
浄
土
論
』
の
第
六
に
、
既
に
往

生
を
し
た
往
生
人
の
例
を
僧
俗
二

O
名
挙
げ
て
い
る
。
比
丘
僧
六
人
、
比
丘
尼
四

人
、
優
婆
塞
五
人
、
優
婆
夷
五
人
、
計
二

O
人
の
往
生
を
記
し
て
い
る
。
記
載
す

る
年
号
か
ら
す
れ
ば
宋
元
嘉
初
年
(
四
二
三
)
に
建
福
寺
で
出
家
し
た
尼
法
盛
か

ら
唐
貞
観
二
十
二
年
(
六
四
八
)
に
亡
く
な
っ
た
婦
女
桃
婆
に
至
る
、
約
二
百
年

間
の
往
生
人
で
あ
る
。
二
十
人
の
内
、
井
州
の
出
身
者
は
紋
水
三
名
。
晋
陽
三
名
。

守
安
楽
集
L

と
「
浄
土
論
L

の
内
容
の
対
応

「
安
楽
集
」

第
一
大
門

第
一
、
教
輿
の
所
由
を
明
か
す

第
二
、
説
聴
の
方
規
を
明
か
す

第
一
一
一
、
衆
生
の
発
心
供
仏
を
明
か
す

第
四
、
宗
旨
の
不
同
を
弁
ず

第
五
、
諸
経
の
得
名
を
明
か
す

第
六
、
説
人
の
差
別
を
料
簡
す

第
七
、
一
二
身
三
土
の
義
を
明
か
す

第
八
、
凡
聖
通
往
を
明
か
す
¥

第
九
、
二
一
界
摂
不
摂
を
明
か
す

第
二
大
門

第
一
、
発
菩
提
心
を
明
か
す

第
二
、
異
見
邪
執
を
破
す

第
三
、
広
く
問
答
を
施
す

第
三
大
門

第
一序『

うュ空
4二午牛 V) 圭4

界性体 F 
のを性
摂明を
不 か 定
摂 す む
を
明
か
す

第
二
、
往
生
人
を
定
む
(
何
の
位
の

人
往
生
を
得
る
)

第
一
ニ
、
往
生
の
困
を
定
む
(
何
の
行

業
を
修
し
て
浄
土
に
生
ず
る

を
得
る
)

第
四
、
道
理
を
出
だ
す
(
何
の
道
理

に
よ
っ
て
浄
土
に
生
ま
れ
る

を
得
る
。
三
に
問
答
分
別
し

ム
ノ、

扮
陽
一
名
と
井
洲
と
す
る
も
の
ご
名
を
加
え
れ
ば
九
名
と
な
る
。
比
丘
憎
の
中
に

は
道
紳
も
あ
り
、
道
紳
自
身
が
井
州
晋
陽
の
出
身
で
あ
り
、
晋
揚
、
太
原
、
紋
水

の
三
県
の
子
女
に
念
仏
を
勧
め
た
と
あ
る
。

本
稿
で
は
特
に
ニ
章
一
聞
に
見
ら
れ
る
教
輿
の
時
節
と
阿
弥
陀
仏
の
仏
身
、
仏
土
に

関
す
る
理
解
を
中
心
に
検
討
す
る
。

守
安
楽
集
L

と
『
浄
土
論
L

『
安
楽
集
』
著
述
の
意
図
は
、
冒
頭
に
「
こ
の
安
楽
集
一
部
の
内
、
総
じ
て
十

二
の
大
門
あ
り
。
み
な
経
論
を
引
き
て
証
明
し
て
、
信
を
勧
め
往
を
求
め
し
む
」

と
あ
る
こ
と
よ
り
、
往
生
浄
土
の
信
仰
を
明
か
し
往
生
を
願
求
さ
せ
る
こ
と
に
あ

っ
た
と
言
え
る
。

つ
ね
に
群
典
を
披
閲
し
詳
ら
か
に
聖

言
を
検
べ
る
に
、
こ
の
一
宗
(
浄
土
宗
)
を
ひ
そ
か
に
要
路
と
せ
り
。
そ
れ
こ
れ

に
達
す
る
者
は
、
こ
れ
を
ね
が
い
稽
頼
す
。
い
ま
だ
悟
ら
ざ
る
者
は
み
て
麗
賭
す
。

も
し
こ
れ
を
鴻
み
神
を
や
す
ま
ざ
れ
ば
、
つ
い
に
お
そ
ら
く
は
永
夜
に
沈
治
す
。

い
ま
、
そ
う
じ
て
群
経
を
閲
し
、
諸
異
論
を
披
い
て
そ
の
機
要
を
撮
る
。
撰
ん
で

一
部
と
な
し
、
『
浄
土
論
』
と
名
づ
く
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
庫
山
の
慧
遠
、

謝
霊
運
な
ど
は
い
ず
れ
も
西
方
極
楽
を
期
し
た
が
、
そ
れ
は
自
身
の
善
の
た
め
で

あ
り
、
後
の
学
者
の
継
承
す
る
も
の
が
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
、
「
近
代
、
釈
禅
師
(
道
梓
)
あ
り
『
安
楽
集
』
一
巻
(
二
巻
)
を
撰

す
。
広
く
衆
経
を
引
き
ほ
ぽ
道
理
を
の
ぶ
と
い
え
ど
も
、
そ
の
文
義
参
雑
し
、
章

品
混
渚
せ
り
。
後
の
こ
れ
を
読
む
者
、
ま
た
時
瞬
時
し
て
い
ま
だ
決
せ
ず
。
今
す
な

わ
ち
群
籍
を
捜
検
し
、

一
方
、
『
浄
土
論
』
は
、
序
文
に
「
余
、

つ
ぶ
さ
に
道
理
を
引
き
勤
し
て
九
章
と
す
。
文
義
ド
分
し



第
一
、
難
行
道
易
行
道
を
弁
ず

第
二
、
時
劫
の
大
小
を
明
か
す

第
三
、
輪
廻
無
窮
を
明
か
す
/

第
四
、
聖
教
を
も
っ
て
証
成
玄

第
四
大
門

第
一
、
中
国
及
び
此
土
の
大
徳

第
二
、
念
仏
三
昧
を
宗
と
す

第
三
、
問
答
解
釈

第
五
大
門

第
一
、
修
道
の
延
促
を
明
か
す

第
二
、
此
彼
禅
観
の
比
校
¥

第
三
、
此
彼
浄
機
の
比
校
/
¥

第
四
、
聖
教
を
引
き
証
成
¥
/

第
六
大
門

第
一
、
十
方
浄
土
の
比
校

第
二
、
義
推

第
三
、
経
の
住
滅
を
弁
、
ず

第
七
大
門

第
一
、
此
彼
の
取
相
を
料
簡
す

第
二
、
此
彼
の
修
道
を
明
か
す

第
八
大
門

第
一
、
諸
経
を
挙
げ
て
来
証
す

第
二
、
弥
陀
釈
迦
二
仏
沈
校

第
三
、
往
生
の
意
を
釈
す

第
九
大
門

第
一
、
苦
楽
善
悪
を
相
対
す

第
二
、
彼
此
の
寿
命
の
長
短
を
明
か
す

第
十
大
門

第
て
大
経
に
よ
り
証
誠
す

第
二
、
回
向
の
義
を
釈
す

第
+
一
大
門

第
一
、
善
知
識
に
託
す

第
二
、
死
後
受
生
の
勝
劣

第
十
二
大
門

第
一
、
十
往
生
経
に
つ
い
て
証
と
す

て
妨
難
を
釈
す
)

第
五
、

聖
教
を
引
き
て
証
と
す
(
言

く
、
経
論
二
教
を
引
く
)

第
六
、

現
に
往
生
を
得
た
人
の
相
貌

を
引
く
(
謂
く
、
道
俗
で
往

生
を
得
た
人
を
引
く
。
諸
学

者
を
示
す
)

第
七
、

西
方
兜
率
を
も
っ
て
相
対
し

て
優
劣
を
校
量
す

第
八
、

教
興
の
時
節
を
明
か
す
(
謂

く
、
今
ま
さ
し
く
こ
れ
機
悔

念
仏
す
べ
き
時
な
り
)

第
九
、

人
を
し
て
欣
厭
せ
し
め
そ
の

心
を
勧
進
す
(
謂
く
、
械
を

厭
い
浄
を
欣
わ
し
む
)

文
学
部
論
集

第
八
六
号
(
一
一

O
O
二
年
三
月
)

品
目
殊
位
し
、
こ
れ
を
覧
る
者
、
あ
た
か
も
掌
中
の
ご
と
く
せ
し
む
」
と
述
べ
て

い
る
。従

来
と
も
す
れ
ば
、
後
半
の
『
安
楽
集
』
の
著
作
に
関
す
る
不
備
に
注
目
さ
れ

が
ち
で
あ
っ
た
が
、
前
半
の
迦
才
の
浄
土
宗
を
出
離
の
要
路
と
す
る
と
い
う
主
張

に
注
目
し
た
い
。

し
か
も
迦
才
は
多
く
の
経
論
を
も
ち
い
て
浄
土
往
生
の
環
論
の

構
築
に
努
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
二
八
の
弘
規
(
十
六
観
)
、

(
九
品
往
生
)
、
三
福
の
教
え
(
三
福
業
)
と
示
す
教
理
は
、

経
』
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
道
梓
が

一
九
の
教

い
ず
れ
も
『
観

『
観
経
』
に
よ
る
往
生

を
中
心
に
据
え
て
い
た
の
と
軌
を
一
に
す
る
と
い
え
る
。
二
書
の
内
容
を
対
応
す

る
と
上
の
図
の
よ
う
に
な
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
一
応
の
類
似
す
る
内
容
で
あ
り

厳
密
に
は
複
雑
に
錯
綜
し
て
い
る
。

こ
の
中
、
特
に
住
目
さ
れ
る
の
が
、
『
安
楽
集
』
第
一
大
門
、
第
一
の
「
教
興

で
は
第
八
の
「
教
興
の
時
節
を
明
か

の
所
由
を
明
か
す
L

内
容
と
、
『
浄
土
論
』

す
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
迦
才
は
ほ
ぼ
全
面
的
に
道
梓
の
文
章
を
引
用
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
箇
所
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が

『
安
楽
集
』

で
は
最

初
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
浄
土
論
』

で
は
最
後
に
因
さ
れ
て
い
る
。
最
初
と
最

後
と
大
き
く
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
『
浄
土
論
』
の
第
一
、
第
二
、
第
三

は
往
生
す
る
場
と
し
て
の
浄
土
、
往
生
す
る
機
類
、
往
生
の
方
法
を
明
か
す
も
の

の
中
心
課
題
は
こ
の
三
章
で
あ
っ
た
言

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
見
て
も
『
往
生
論
』

え
る
。
迦
才
は
こ
の
三
章
に
精
力
を
注
い
だ
の
で
は
な
い
か
。

迦
才
が
序
文
で
述
べ
て
い
る
「
文
義
参
雑
し
、
章
品
混
治
せ
り
。
後
の
こ
れ
を

読
む
者
、

ま
た
時
間
賭
し
て
い
ま
だ
決
せ
ず
」
と
い
う
の
は
主
と
し
て
こ
の
三
章
に

関
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
推
量
す
る
。

七



『
安
楽
集
』
と
迦
才
の
『
浄
土
論
』
の
比
較
研
究
(
佐
藤

健

教
興
の
所
由
を
明
か
す

道
紳
は

τ
安
楽
集
』
の
最
初
に
ま
ず
寸
教
輿
の
所
由
を
明
か
す
。
時
に
約
し
機

を
披
ら
い
て
、
勧
め
て
浄
土
に
帰
せ
し
む
」
と
い
う
。
こ
の
教
え
が
興
っ
た
理
由

を
明
か
す
に
、
そ
れ
は
時
代
か
ら
し
て
も
、
ま
た
人
聞
の
機
根
か
ら
し
で
も
、
現

在
最
も
ふ
さ
わ
し
い
教
え
が
往
生
浄
土
で
あ
る
と
定
め
、
だ
か
ら
こ
そ
往
生
海
土

の
法
門
を
あ
ら
ゆ
る
経
論
を
用
い
、
ま
た
讃
文
を
唱
え
、
念
仏
の
実
践
を
通
し
て

勧
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
立
場
は
道
縛
の
浄
土
教
の
基
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

「
安
楽
集
」
第
一
大
門
、
第

/¥ 

現
在
と
い
う
時
代
に
対
す
る
認
識
、
そ
し
て
そ
の
時
代
に
生
き
る
衆
生
の
資
質
に

対
す
る
配
慮
。
道
紳
の
浄
土
教
は
こ
の
こ
と
に
尽
き
る
と
も
言
え
る
。

迦
才
は
『
浄
土
論
』
の
第
八
に
「
教
輿
の
時
節
を
明
か
す
。
謂
く
。
今
ま
さ
し

く
こ
れ
慨
悔
念
仏
す
べ
き
時
な
り
L

と
標
題
し
て
い
る
。
こ
の
迦
才
の
態
度
は
、

と
こ
だ
け
見
れ
ば
、
道
縛
の
浄
土
教
の
立
場
を
そ
の
ま
ま
継
承
す
る
も
の
と
い
え

る
。
恐
ら
く
迦
才
は
こ
の
道
縛
の
真
撃
な
態
度
に
感
銘
し
た
の
で
は
な
い
か
。
煩

わ
し
い
が
全
文
を
挙
げ
て
対
応
し
て
見
る
。

「
教
奥
の
所
由
を
明
か
す
」
と

J
浄
土
論
」
第
八
「
教
興
の
時
節
を
明
か
す
」
と
の
比
較

ー
安
楽
集
」

第
一
大
門
中
。
明
二
教
輿
所
由
一
。
約
ν
時
被
レ
機
勧
帰
一
語
土
一
者
。
若
教
赴
一
一
時

機
一
。
易
レ
修
易
レ
悟
。
若
機
教
時
案
。
難
レ
修
難
レ
入
。

是
故
正
法
念
経
云
。
行
者
一
心
求
レ
道
時
。
常
当
レ
観
ニ
察
時
方
便
一
。
若
不
レ
得
レ

時
無
一
一
方
便
一
。
是
名
為
レ
失
。
不
レ
名
レ
利
。
何
者
。
如
横
二
湿
木
一
以
求
レ
火
。
火

不
レ
可
レ
得
。
非
レ
時
故
。
若
折
一
一
乾
薪
以
寛
レ
水
。
水
不
レ
可
レ
得
。
無
レ
智
故
。

是
故
大
集
月
蔵
経
云
。
仏
滅
度
後
第
一
五
百
年
。
我
諸
弟
子
学
レ
慧
得
二
堅
固
一
。

第
二
五
百
年
。
円
子
レ
定
得
一
堅
固
一
。
第
三
五
百
年
。
学
一
多
聞
読
調
得
一
位
一
回
一
。

第
四
五
百
年
。
造
}
一
立
塔
寺
一
。
修
レ
福
機
悔
得
-hi
固
-
。
第
五
五
百
年
。
白
法
隠

滞
多
有
一
一
静
訟
一
。
微
有
一
一
善
法
一
得
一
一
堅
固
一
。

文
彼
経
云
。
諸
仏
出
し
世
。
有
一
一
四
種
法
一
度
一
一
衆
生
一
。
何
等
為
レ
四
。
一
者
口
説
二

十
二
部
経
。
即
是
法
施
度
一
一
衆
生
一
。
二
者
諸
仏
如
来
有
一
一
無
量
光
明
相
好
一
。
一

「
浄
土
論
」

第
八
明
教
輿
時
節
謂
今
正
是
憤
悔
念
仏
時
也

問
日
。
仏
道
沖
虚
。
要
由
レ
慧
到
。
浬
繋
幽
簡
。
必
籍
レ
定
生
。
此
則
定
慧
為
万

行
之
基
一
。
万
行
是
大
道
之
本
。
今
乃
専
崇
一
一
念
仏
一
。
注
一
想
西
方
一
。
於
レ
此
臨

時
。
願
為
解
釈
。

答
日
。
仏
教
給
披
。
端
緒
匪
レ
一
。
衆
生
不
等
。
根
性
万
差
。
何
但
法
遂
レ
人
分
。

則
教
有
一
一
浅
深
之
異
一
。
亦
乃
人
随
レ
時
別
。
則
根
有
一
一
利
鈍
之
殊
一
。
是
以
教
開

八
万
四
千
一
。
時
分
一
五
種
差
別
。
若
作
一
一
此
説
一
。
行
者
修
レ
道
。
要
須
レ
観
レ
時
。

若
時
教
符
契
。
則
仏
道
易
レ
証
。
若
時
教
議
錯
。
則
菩
薩
匠
レ
証
。

故
正
法
念
経
云
。
行
者
一
心
求
レ
道
時
。
常
当
レ
観
一
察
時
方
便
。
若
不
レ
得
レ
時

無
方
便
一
。
是
名
為
し
失
。
不
レ
名
L

利
。
五
時
者
。
如
一
一
大
集
月
蔵
分
一
五
一
。
仏
滅

度
後
第
一
五
百
年
。
我
諸
弟
子
学
レ
慧
得
一
望
固
一
。
兼
修
二
余
行
一
。
第
二
五
百
年
。



切
衆
生
但
能
繋
ν
心
観
察
。
無
レ
不
獲
レ
益
。
是
即
身
業
度
一
一
衆
生
一
。
三
者
有
一
一
無

量
徳
用
神
通
道
力
。
種
種
変
化
。
即
是
神
通
力
慶
一
衆
生
一
。
四
者
諸
仏
如
来

有
二
無
量
名
号
一
。
若
総
若
別
。
其
有
一
一
衆
生
一
。
繋
レ
心
称
念
。
莫
レ
不
=
一
除
レ
障
獲
レ

益
皆
生
一
仏
前
一
。
即
是
名
号
度
ニ
衆
生
一
。

誌
記
官
時
来
信
一
q
〈
町
主
一
叫
お
り
出
働
嬬
四
百
回
男
d
、〈
E
定
慨
眠
慨
一
福
岡
和
記

名
対
略
者
句
者
↓
創
軒
両
駅
阿
川
J
4
i
開
略
的
却
バ
利
僚
耕
釘
死
出
掛

1
1「

盛
時
制
餌
喜
一
近
雲
監
川
匂

又
若
去
レ
聖
近
。
即
前
者
修
レ
定
修
レ
慧
是
其
正
学
。
後
者
是
兼
。
如
去
レ
盟
己
遠
。

則
後
者
称
名
是
正
。
前
者
是
兼
。
何
意
然
者
。
寒
由
ニ
衆
生
去
レ
聖
遥
遠
。
機
解

浮
浅
暗
鈍
故
也
。

愚
凶
劃
揖
対
五
自
お
d

、
F

J

、
見
」
割
引
慰
謝
世
直
濁
東
出
端
廻
多
胡
絶
叫
去
、
一
〆
、
痛
焼
、
一
故
合
総

備選一一苛縁べ諮問
σ
j
，
出
開
制
然
句
対
型
蝋
短
観
劇
川
ペ
極
端

YJト
志
、
成
副
知
道

趣

1
瞬
、
草
川
階
」
〉
有
一
〈
抵
当
時
q

対一凶ハ需要
f
l

若
欲
レ
披
一
一
尋
衆
典
一
。
勧
処
禰
多
。
遂
以
採
一
一
集
真
言
助
一
修
往
益
一
。
何
者
。

欲
レ
使
-
一
一
前
生
者
導
レ
後
。
後
去
者
肪
レ
前
。
連
続
無
窮
願
不
二
休
止
一
。
為
レ
尽
二
無

辺
生
死
海
一
故
。

(
『
大
正
』
四
七
、
四
、
上

1
下
)

文
学
部
論
集

第
八
六
号
(
二

O
O
二
年
三
月
)

学
レ
定
得
一
堅
圏
一
。
兼
修
一
一
余
行
一
。
第
三
五
百
年
。
学
二
多
聞
読
諦
得
一
堅
固
一
。

兼
修
二
余
行
一
。
第
凶
五
百
年
。
造
一
立
磨
寺
一
。
修
レ
福
慨
悔
得
堅
固
一
。
兼
修

余
行
一
。
第
五
五
百
年
。
ム
日
法
隠
滞
多
有
一
語
訟
一
。
微
有
一
善
法
。
得
一
堅
固
一
世
。

氾
γ
J
f
i
l
-
-
:
3
1
1
l
i
l
i
-
-
i
i
i
i
1
1
1
1

〉、

j

i

l

l

若
拠
一
一
此
経
一
。
今
是
第
四
五
百
年
余
。
既
無
一
一
定
慧
之
分
-
。
唯
須
修
福
機
悔
。

肱
rd揺
慨
樹
高
利
レ
耳
、
者
、
仏
〈
ノ
観
;
雫
以
設
耐
可
制
い
似
が
川
官
。
観
一
仏
相
好

J

O

此
国
軍

為
レ
勝
也
。

故
観
経
一
去
。
若
能
至
心
念
二
阿
弥
陀
仏
一
。
一
一
念
中
。
滅
一
一
八
十
億
劫
生
死
重

罪
一
。
今
既
約
レ
時
約
レ
根
。
行
者
無
一
定
慧
分
一
者
。
唯
須
下
専
念
一
一
阿
弥
陀
仏
一
。

求
レ
生
中
浄
土
上
。
此
為
-
一
要
路
一
由
。
若
自
知
レ
有
二
定
慧
分
一
者
則
於
此
方
一
修
レ
道
。

求
二
無
上
菩
提
一
。
若
白
知
レ
無
一
一
定
慧
分
一
者
。
則
須
下
修
一
浄
土
行
一
。
就
浄
土

中
一
求
中
無
上
主
口
提
」
。

故
。
智
麿
論
云
。
行
者
求
二
阿
昆
蹴
致
一
有
二
一
一
種
道
一
。
一
者
難
行
道
。
二
者
易

行
道
。
如
水
陸
両
路
一
。
此
方
修
ν
道
則
難
。
猶
如
一
陸
路
。
生
浄
土
修
レ
道

則
易
。
猶
如
水
路
一
也
。

又
仏
度
二
衆
生
一
。
白
有
二
四
種
一
。
如
一
-
正
法
念
経
説
一
。
一
以
一
説
法
一
度
二
衆
生
。

二
以
二
光
明
相
好
一
度
二
衆
生
一
。
一
一
一
以
一
一
神
通
道
力
一
度
一
一
衆
生
一
。
四
以
二
名
号
一
度

衆
生
一
。
此
四
之
中
。
相
好
名
号
。
正
当
一
今
時
一
。
観
二
察
阿
弥
陀
仏
相
好
一
。
及

称
一
一
仏
名
号
一
也
。

如
ニ
無
量
寿
経
説
。
為
一
-
一
未
来
衆
生
受
瓦
苦
五
痛
五
焼
故
。
欲
下
令
衆
生
修
小
浄

土
行
上
。

又
如
ニ
観
経
説
一
。
我
為
干
未
来
一
切
凡
夫
。
為
二
償
悩
賊
之
所
レ
悩
者
上
。
説
浄

土
行
一
。

如
一
小
弥
陀
経
説
一
。
為
二
五
濁
衆
生
一
。
説
二
浄
土
行
一
。
清
浄
覚
経
。
鼓
音
声
王

九



『
安
楽
集
』
と
迦
才
の
『
浄
土
論
』
の
比
較
研
究
(
佐
藤

健

細
か
い
点
は
置
い
て
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
迦
才
が
標
題
に
「
教
興
の
時
節

を
明
か
す
。
謂
く
、
今
ま
き
し
く
こ
れ
憤
悔
念
仏
の
時
な
り
」
と
い
う
捉
え
方
で

あ
る
。
こ
れ
は
道
縛
が
「
今
時
の
衆
生
を
計
る
に
、
す
な
わ
ち
仏
世
を
去
り
た
ま

い
て
後
の
第
四
の
五
百
年
に
当
た
れ
り
。
ま
さ
し
く
こ
れ
憤
悔
修
福
し
て
、
ま
さ

に
仏
の
名
号
を
称
す
べ
き
時
の
も
の
な
り
」
(

a

)

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

実
は
迦
才
は
第
三
の
往
生
の
業
因
を
明
か
す
に
あ
た
り
、
上
根
者
と
中
下
根
者

に
大
き
く
分
け
、
上
根
者
の
別
因
と
し
て
、
念
仏
、
礼
拝
、
讃
歎
、
発
願
、
観
察
、

回
向
の
六
種
を
挙
げ
、
中
下
根
者
に
は
、
機
悔
、
菩
提
心
、
称
名
念
仏
、
観
察
、

回
向
と
い
っ
た
往
生
業
を
あ
か
し
て
い
る
。
こ
れ
を
ど
う
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
道
紳
が
時
代
と
機
根
に
注
視
し
て
あ
え
て
五
念
門
と
い
っ

た
菩
薩
の
往
生
行
を
取
り
上
げ
な
か
っ
た
の
を
、
迦
才
は
取
り
上
げ
て
い
る
。
時

代
と
機
根
に
照
ら
し
て
あ
え
て
行
の
簡
素
化
を
図
る
こ
と
に
努
め
た
道
縛
に
対
し

て
、
迦
才
は
や
は
り
従
来
の
常
識
を
踏
襲
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

い
ず
れ
に
し
て
も
憤
悔
が
往
生
業
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

次
に
、
『
安
楽
集
』
で
は
『
大
集
月
蔵
経
』
の
五
五
百
年
説
に
続
い
て
、
四
種

度
生
を
明
か
す
経
典
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
道
縛
は
そ
れ
を
ふ
ま
え
て

「
今
時
も
衆
生
を
計
る
に
、
す
な
わ
ち
仏
、
世
を
去
り
て
後
の
第
四
の
五
百
年
に

当
た
れ
り
。
正
し
く
憤
悔
修
植
し
て
仏
の
名
号
を
称
す
べ
き
時
の
も
の
な
り
。
」

O 

経
。
大
集
経
。
皆
作
一
一
此
説
一
。
拠
一
此
等
経
一
。
皆
為
一
未
来
一
。
故
知
。
今
時
正

是
念
仏
。
修
二
浄
土
行
一
時
也
。
若
生
一
浄
土
一
。
何
但
永
離
-
一
悪
道
一
。
亦
疾
得
-
一
無

上
菩
提
一
。
此
是
経
論
大
意

(
『
大
正
』
四
七
、

一
O
O、
下

1
一
O
一
、
上
)

と
結
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
迦
才
は
四
種
度
生
法
を
説
く
経
典
(
迦
才
は
『
正
法

念
経
』
と
す
る
)
は
、
後
半
に
回
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
今
こ
れ
第
四
の
瓦

百
年
余
。
す
で
に
定
慧
の
分
な
し
。
た
だ
す
べ
か
ら
く
修
福
憤
悔
す
べ
し
。
修
福

憤
悔
も
っ
と
も
要
と
な
す
は
、
諸
経
論
を
観
る
に
仏
を
礼
し
、
仏
を
念
じ
、
仏
の

相
好
を
観
、
ず
。
こ
れ
も
っ
と
も
勝
と
す
」

(
b
)
と
あ
る
よ
う
に
、
名
号
を
称
す

と
い
う
意
味
が
薄
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
順
序
を
入
れ
替
え
た

の
か
解
ら
な
い
。
迦
才
は
こ
の
四
種
度
生
法
を
説
く
経
典
か
ら
阿
弥
陀
仏
の
相
好

を
観
察
す
る
と
と
と
、
仏
の
名
号
を
称
え
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

道
梓
が
『
観
経
』
の
経
説
に
も
と
づ
き
「
こ
れ
を
も
っ
て
章
提
大
士
自
ら
が
た

め
、
お
よ
び
末
世
五
濁
の
衆
生
、
輪
廻
多
劫
し
て
い
た
ず
ら
に
痛
焼
を
受
げ
ん
が

ゆ
え
に
。
よ
く
仮
に
苦
縁
に
遇
い
て
諮
開
す
る
に
出
路
諮
然
た
り
。
大
型
を
加
し

て
勧
め
て
極
楽
に
帰
せ
し
む
。
も
し
こ
こ
に
お
い
て
進
趣
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
勝
果

階
み
が
た
し
。
た
だ
浄
土
の
一
門
の
み
あ
り
て
、
情
を
も
っ
て
稀
い
て
趣
入
す
ぺ

し」
(

C

)

と
あ
る
。
浄
土
教
の
人
間
の
心
情
に
訴
え
て
願
生
の
心
を
起
こ
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
が
、
迦
才
は
あ
え
て
こ
の
部
分
を
削
除
し
て
い
る
。

と
の
他
に
も
ま
だ
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
あ
る
が
改
め
て
考
え
る

こ
と
と
す
る
。



仏
身
、
仏
土
観
に
関
し
て

『
安
楽
集
』
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
仏
の
仏
身
、
仏
土
を
問
題
と
す
る
の
は
第
一

大
門
の

第
七
、
三
身
三
土
の
義
を
明
か
す

第
八
、
凡
聖
通
往
を
明
か
す

第
九
、
二
一
界
摂
不
摂
を
明
か
す

の
三
項
目
が
道
梓
の
浄
土
に
関
す
る
基
本
の
考
え
を
明
か
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
迦

才
の
『
浄
土
論
』
も
や
は
り
こ
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
が
、
道
紳
の
考
え
と
は
相

当
か
け
は
な
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
『
浄
土
論
』
は
そ
の
書
名
が
示
す
ご
と

く
、
こ
の
浄
土
を
論
ず
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
『
浄
土
論
h

の

第
一
、
土
の
体
性
を
定
む

一
、
体
性
を
明
か
す

一一、

三
一
界
の
摂
不
摂
を
明
か
す

第
二
、
往
生
人
を
定
む
(
何
の
位
の
人
往
生
を
得
る
)

第
三
、
往
生
の
因
を
定
む
(
何
の
行
業
を
修
し
て
浄
土
に
生
ず
る
を
得

る

の
三
章
は
、
こ
の
問
題
を
正
面
か
ら
取
り
扱
う
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
遺
紳
が
こ
の
仏
身
、
仏
土
に
問
題
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

当
時
の
仏
教
界
の
阿
弥
陀
仏
の
身
土
に
関
す
る
動
向
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
道
梓
が
と
っ
た
態
度
は
あ
く
ま
で
浄
土
往
生
の
信
仰
を
勧
め
る
上
で
、
こ

の
仏
身
仏
土
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
浄
土

文
学
部
論
集

第
八
六
号
(
二

O
O
二
年
三
月
)

を
論
ず
る
こ
と
が
日
的
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
点
、
迦
才
が
目
指
し
た

浄
土
論
と
は
趣
を
こ
と
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
道
紳
に
と
っ
て
は
浄
土

そ
の
も
の
を
論
じ
る
こ
と
は
主
た
る

H
的
で
は
な
く
、
往
生
を
勧
め
る
上
で
障
害

と
な
る
範
囲
に
お
い
て
問
題
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
浄
土
論
を
論
議
す

る
こ
と
が
目
的
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
道
梓
が
問
題
と
し

た
三
点
を
中
心
に
迦
才
と
の
比
較
を
し
て
み
る
。

ー
.
三
身
三
土
の
義

道
紳
は
阿
弥
陀
仏
の
身
土
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
た
っ
て
三
身
コ
一
土
義
を
用

い
る
。

問
日
。
今
現
在
阿
弥
陀
仏
是
何
身
。
極
楽
之
国
是
何
土
。
答
日
。
現
在
弥
陀

是
報
仏
。
極
楽
宝
荘
厳
国
是
報
土
。
然
古
奮
桐
伝
皆
一
五
。
阿
弥
陀
仏
是
化
身
。

土
亦
是
化
土
。
此
為
二
大
失
一
也
。

(
『
大
正
』
四
七
、
五
、
下
)

と
、
現
在
、
西
方
極
楽
で
救
済
活
動
を
し
て
い
る
阿
弥
陀
仏
は
法
身
、
報
身
、
化

身
の
三
身
説
に
よ
れ
ば
、
報
身
仏
で
あ
る
と
規
定
し
、
そ
の
浄
土
は
報
土
で
あ
る

と
す
る
。
こ
れ
は
浄
影
寺
慧
遠
、
天
台
智
頭
、
嘉
祥
寺
吉
蔵
な
ど
が
阿
弥
陀
仏
を

化
身
と
し
、
そ
の
土
を
化
土
と
し
た
こ
と
は
大
き
な
誤
り
で
あ
る
と
す
る
。
も
し

そ
う
で
あ
る
な
ら
械
土
も
化
身
の
い
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
浄
土
も
化
身
の
い
る
と

こ
ろ
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
阿
弥
陀
仏
の
報
身
は
ど
こ
に
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い

で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
『
大
乗
同
性
経
』
の
説
示
を
根
拠
に
し
て
阿

弥
陀
仏
は
浄
土
で
成
仏
し
た
仏
で
あ
る
か
ら
報
身
で
あ
る
と
す
る
。

さ
ら
に
、
阿
弥
陀
仏
が
報
身
で
あ
る
こ
と
を
経
論
を
用
い
て
明
か
す
。
『
観
音



『
安
楽
集
』
と
迦
才
の
『
浄
土
論
』
の
比
較
研
究
(
佐
藤

健

授
記
経
』
に
は
、
阿
弥
陀
仏
が
浬
繋
に
入
っ
た
後
、
観
世
音
菩
薩
が
仏
の
位
を
補

う
の
は
阿
弥
陀
仏
の
実
の
滅
度
で
は
な
く
、
報
身
が
も
っ
休
息
隠
没
の
相
で
あ
る

と
す
る
。

ま
た
、
『
浬
繋
経
』
に
釈
迦
知
来
の
西
方
無
勝
世
界
が
説
か
れ
る
の
は
、
釈
迦

仏
の
報
身
、
報
土
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
報
身
と
し
て
の
釈
迦
を
明

か
す
こ
と
に
よ
り
釈
迦
如
来
も
三
身
を
具
え
て
い
る
こ
と
を
明
か
そ
う
と
す
る
意

図
が
あ
る
。

さ
ら
に
こ
れ
に
関
連
し
て
『
鼓
音
声
経
』
に
阿
弥
陀
仏
に
父
母
が
あ
る
こ
と
を

説
く
の
は
化
身
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
と
す
る
。

阿
弥
陀
仏
の
仏
身
に
関
す
る
経
説
を
準
備
し
た
上
で
、
道
縛
は
、
仏
身
に
関
す

る
論
議
を
総
括
し
て

子
但
聞
レ
名
。
不
レ
究
一
一
尋
経
旨
一
。
致
一
一
此
疑
一
。
可
レ
謂
錯
一
一
之
事
毛
一
。
失
二

之
千
里
一
。
然
阿
弥
陀
仏
亦
具
一
一
三
身
一
。
極
楽
出
現
者
。
即
是
報
身
。
今
言
レ

有
一
元
母
一
者
。
是
棋
士
中
示
現
化
身
父
母
也
。
亦
如
一
一
釈
迦
知
来
一
。
浄
土

中
成
二
其
報
仏
一
。
応
一
一
来
此
方
一
示
レ
有
一
元
母
一
。
成
一
一
其
化
仏
一
。
阿
弥
陀

仏

亦

復

如

レ

是

。

(

『

大

正

』

四

七

、

六

、

上

)

と
結
ぶ
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
如
来
は
三
身
を
具
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
阿
弥
陀

仏
も
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
経
典
に
は
化
仏
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
を
説

い
ま
西
方
極
楽
で
救
済
活
動
を
し
て
い
る
阿
弥
陀
仏

く
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、

は
ま
さ
に
報
身
仏
で
あ
る
。
表
面
の
名
称
に
惑
わ
さ
れ
て
経
旨
を
誤
つ
て
は
な
ら

な
い
と
警
告
す
る
。

次
に
仏
土
に
関
し
て
は
、
機
根
の
異
な
り
に
よ
り
感
見
に
相
違
が
生
じ
る
の
は

当
然
で
あ
る
。
道
縛
は
根
機
の
違
い
に
よ
り
三
種
の
別
を
立
て
る
。

一
、
真
よ
り
報
を
垂
る
。
名
づ
け
て
報
土
と
す

二
、
無
に
し
て
忽
ち
有
る
。
こ
れ
を
名
づ
け
て
化
と
す
(
『
四
分
律
』
)

二
一
、
械
を
隠
し
て
浄
を
顕
す
(
『
維
摩
経
』
)

道
紳
は
、
太
陽
の
光
が
四
天
下
を
照
ら
す
よ
う
に
、
法
身
は
太
陽
で
あ
り
、
報

化
は
光
り
に
あ
た
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
今
、
こ
の
無
量
寿
国
は
真
よ
り
報
を
垂

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
は
報
土
で
あ

る
と
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
迦
才
の
仏
身
、
仏
土
に
関
す
る
説
一
所
は
繁
雑
で
あ
る
。
繁
雑
と
い

つ
で
も
三
一
身
コ
一
土
を
基
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
が
な
い
。

一
、
法
身
の
浄
土
|
|
『
大
乗
起
信
論
』
の
体
、
相
、
用
の
三
大
の
論
理
に
よ

る
。
人
土
同
体因

行
に
報
い
て
現
れ
た
始
起
の
万
徳
を
土

体
と
す
る
。
人
土
同
体

方
位
、
彊
域
を
論
じ
な
い
。
『
摂
大
乗
論
』

十
八
円
浄

ー
実
報
土

二
、
報
身
の
浄
土

l
ー
事
浄
土

頗
梨
柄
、
蓮
華
蔵
世
界
な
ど
を
土
体
と
す

る
。
人
土
別
体
。
方
位
、
彊
域
な
ど
の
分

l
常
随
の
化

限
が
あ
る
。
『
摂
大
乗
論
』

三
大
僧
祇
の
利
他
の
行
の
化
現
す
る
と
こ

ろ
。
機
に
し
た
が
っ
て
常
に
現
じ
て
絶
え

な
い
。
三
十
二
相
、
八
十
種
好

二
、
化
身
の
浄
土

l
ー
無
而
忽
有

常
随
化
の
身
か
ら
さ
ら
に
化
身
を
現
じ
る
。



『
維
摩
経
』
足
指
按
地
の
浄
土

迦
才
は
こ
の
三
土
の
中
、
地
前
の
菩
薩
、
お
よ
び
二
乗
、
凡
夫
の
所
見
の
土
は

こ
の
化
土
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
関
し
て
は
、
か
の
浄
土
は
法

報
化
の
三
種
を
具
え
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

亦
具
二
一
一
一
種
一
。
若
入
二
初
地
一
己
去
菩
薩
正
体
智
見
者
。
即
是
法
身
浄
土
。

若
加
行
後
得
智
見
者
。
即
是
報
身
浄
土
。
若
是
地
前
菩
薩
二
乗
凡
夫
見
者
。

即
是
化
身
浄
土
也
。
如
一
一
龍
樹
等
菩
薩
往
生
一
。
具
見
一
一
法
報
化
三
種
浄
土
一
。

由
レ
上
得
レ
見
レ
下
故
。
由
一
一
此
義

J

故
。
諸
経
論
中
。
或
判
為
レ
報
。
或
判

為
レ
化
。
皆
不
レ
失
レ
旨
也
。
(
『
大
正
』
四
七
、
八
四
、
中

1
下
)

と
述
べ
て
い
る
。
初
地
以
上
の
菩
薩
の
正
体
智
の
所
見
は
法
身
の
浄
土
で
あ
り
、

加
行
後
得
地
の
所
見
は
報
身
の
浄
土
で
あ
り
、
地
前
の
菩
薩
お
よ
び
二
一
来
、
凡
夫

の
所
見
は
化
身
の
浄
土
で
あ
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
龍
樹
な
ど
の
菩
薩
は
浄
土

に
往
牛
↑
し
て
法
報
化
の
三
種
の
浄
土
を
す
べ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
凡
夫
は

浄
土
に
往
生
し
て
も
化
身
の
浄
土
を
見
る
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
国
土
は
一
つ
で

あ
っ
て
も
凡
聖
の
異
な
り
に
よ
っ
て
見
る
と
こ
ろ
が
こ
と
な
る
と
す
る
も
の
で
あ

る
ま
た
、
『
観
経
』
の
中
品
下
生
、
下
品
コ
一
生
は
大
乗
小
乗
を
雑
学
す
る
も
の
の

生
じ
る
と
こ
ろ
で
、
大
小
乗
雑
土
と
す
る
。

2
.
凡
聖
通
往

道
紳
は
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
は
凡
夫
も
聖
人
も
と
も
に
住
性
す
る
こ
と
を
あ
か

す。

第
八
明
下
弥
陀
浄
困
位
該
一
上
下
一
凡
聖
通
往
k
者
。
今
此
無
量
寿
国
是
其
報

文
学
部
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集
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-
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三
月
)

浄
土
。
由
-
仏
願
故
。
乃
該
一
一
通
上
下
一
。
致
レ
令
々
凡
夫
之
善
並
得
往
生
一
。

(
『
大
正
』
四
七
、
六
、
中
)

と
一
言
う
。
ム
プ
こ
の
無
量
寿
同
は
報
土
で
あ
り
、
仏
の
誓
願
(
第
十
八
願
)
に
よ
る

た
め
に
上
ド
を
兼
ね
、
凡
夫
の
善
根
で
み
な
往
生
が
で
き
る
と
す
る
。
上
を
兼
ね

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
天
親
、
龍
樹
、
お
よ
び
上
地
の
菩
薩
も
こ
の
無
景
寿
国

に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
道
縛
は
こ
こ
で
凡
夫
は
智
慧
が
浅
く
、

多
く
は
形
あ
る
も
の
に
よ
っ
て
往
生
を
も
と
め
る
の
で
あ
る
が
、
必
ず
往
生
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
し
か
し
凡
夫
の
行
う
有
相
善
は
力
が
弱
い
の
で
有
相
の

浄
土
に
生
ま
れ
て
、
報
化
の
仏
を
見
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
天
親
、
龍
樹

の
よ
う
な
土
地
の
菩
薩
は
無
相
離
念
を
体
と
し
て
、
し
か
も
閃
緑
生
の
立
場
か
ら

往
生
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
上
輩
生
の
往
生
と
一
応
医
別
は
し
て

凡
夫
の
報
土
往
生
を
認
め
る
意
趣
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
が
後
の

い
る
が
、

善
導
の
凡
入
報
土
説
に
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
一
度
住
焦
が

適
え
ば
そ
れ
は
問
題
に
な
ら
な
い
と
す
る
の
が
道
縛
の
立
場
で
あ
る
。

一
方
、
迦
才
も
凡
聖
通
往
を
認
め
る
の
で
あ
る
が
、
衆
生
は
行
を
起
こ
す
こ
と

が
千
差
万
別
で
あ
る
か
ら
、
往
年
し
て
見
る
と
こ
ろ
の
土
も
ま
た
万
別
と
な
る
と

す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
経
論
に
は
西
方
極
楽
を
報
土
と
も
化
土
と
も
説
く
の
で
あ

る
と
す
る
。
迦
才
は
こ
の
よ
う
に
当
時
仏
教
界
の
最
先
端
で
あ
っ
た
『
摂
大
乗

論
』
の
論
説
を
中
心
に
仏
身
、
仏
土
論
を
広
く
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、
結
局
本

願
成
就
身
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
の
真
実
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
本
願
力
に
よ
っ
て
荘
厳
さ
れ
た
極
楽
浄
土
の
無
漏
法
性
土
た
る
こ
と
を
顕
彰

す
る
こ
と
に
は
努
め
な
か
っ
た
と
言
え
る
。



『
安
楽
集
』
と
迦
才
の
『
浄
土
論
』
の
比
較
研
究
(
佐
藤

健

3
.

三
界
摂
不
摂

阿
弥
陀
仏
の
浄
土
が
三
界
に
摂
め
と
ら
れ
る
の
か
、

で
あ
る
か
も
両
者
が
扱
う
問
題
で
あ
る
。

三
界
を
超
出
し
た
と
こ
ろ

道
梓
は
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
三
界
の
中
に
摂
ら
な
い
と
す
る
。

浄
土
勝
妙
体
出
一
世
間
。
此
三
界
者
乃
是
生
死
凡
夫
之
闇
宅
。
雄
二
復
苦
楽

少
殊
惰
短
有
U

異
。
統
如
観
レ
之
。
莫
レ
非
一
一
有
漏
之
長
津
一
。
侍
伏
相
乗
循

環
無
レ
際
。
雑
生
触
受
四
倒
長
溝
。
且
因
且
果
。
虚
偽
相
習
。
深
可
レ
厭
也
。

(
『
大
正
』
四
七
、
七
、
上

1
中
)

阿
弥
陀
仏
の
世
界
は
厳
浄
の
妙
界
で
あ
り
、
欲
界
、
色
界
、
無
色
界
と
い
っ
た

こ
の
=
一
界
と
は
異
質
の
世
界
で
あ
る
。
こ
の
迷
い
の
三
界
は
苦
楽
が
多
少
異
な
り
、

寿
命
の
長
短
は
あ
っ
て
も
有
漏
の
長
い
渡
し
場
で
あ
る
。
禍
と
福
が
互
い
に
相
生

じ
、
ぞ
れ
が
循
環
し
て
窮
ま
り
な
い
。
雑
多
の
生
を
受
け
、
い
ろ
い
ろ
な
苦
し
み

を
感
受
し
、
誤
っ
た
常
楽
我
浄
に
長
く
関
わ
り
、
因
も
果
も
虚
偽
が
相
次
ぐ
。
深

く
厭
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
三
界
に
浄
土
は
摂
ま
ら
な
い
と
す
る
。

道
紳
は
円
安
楽
集
』
の
随
所
に
お
い
て
、
無
始
噴
劫
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
、

こ
の
一
一
一
界
五
道
に
お
い
て
苦
楽
の
二
報
を
う
け
、
輪
廻
窮
ま
り
な
い
こ
と
を
述
べ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
欣
求
す
る
浄
土
が
一
二
界
を
超
出
し
た
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

迦
才
は
「
浄
土
論
』
第
一
、
「
土
の
体
性
を
定
り
」
に
、
こ
の
コ
一
一
界
摂
不

摂
」
を
論
じ
て
い
る
。
迦
才
は
仏
の
側
か
ら
す
れ
ば
一
二
界
を
超
絶
し
て
い
る
が
、

衆
生
の
側
か
ら
す
れ
ば
摂
と
不
摂
の
二
義
が
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、

初
明
レ
摂
者
。
若
擦
凡
夫
及
三
果
学
人
往
生
者
。
此
即
在
一
一
三
界
摂
。

以
二
此
等
衆
生
未
F

出
二
三
界
故
。
(
『
大
正
』
四
七
、
八
五
、
中
)

四

お
よ
び
羅
漢
、
酔
支
、
無
学
人
は
煩
悩
を
断
ち
、

分
段
生
死
を
こ
え
て
い
る
か
ら
一
二
界
に
は
摂
め
ら
れ
な
い
が
、
凡
夫
お
よ
び
三
果

つ
ま
り
、
初
地
以
上
の
菩
薩
、

の
学
人
は
ま
だ
一
一
一
界
の
惑
業
を
断
ぜ
ず
、
分
段
生
死
を
免
れ
て
い
な
い
の
で
、
三

界
に
摂
め
ら
れ
る
と
す
る
。

お

わ

以
上
、
道
紳
の
『
安
楽
集
』
と
迦
才
の
『
浄
土
論
』

の
一
端
を
比
較
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
唐
初
、
河
北
井
州
を
中
心
に
花
聞
い
た
浄
土
三
部
経
を
中
心
と
す
る
浄

土
教
を
考
察
し
た
。
迦
才
の
『
浄
土
論
』
は
、
著
者
迦
才
の
伝
歴
が
全
く
不
明
の

た
め
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
著
さ
れ
た
の
か
解
ら
な
い
。

し
か
し
迦
才
の
住
し
た
弘
法
寺
は
武
徳
二
一
年
(
六
二

O
)
に
建
立
さ
れ
、
静
琳

が
最
初
の
寺
主
に
迎
え
ら
れ
る
。
ご
の
静
琳
の
も
と
に
は
曇
延
の
高
弟
で
あ
る
玄

碗
、
法
常
な
ど
が
時
折
り
尋
ね
て
い
た
と
い
う
。
法
常
に
は
四
種
浄
土
の
考
え
が

あ
り
、
迦
才
の
四
土
説
と
同
じ
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
迦
才
は
法
常
か

ら
影
響
を
受
け
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
四
土
説
は
智
顎
、
道
官
一
、
玄
碗
な
ど

の
唱
え
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
迦
才
も
こ
う
い
っ
た
当
時
の
仏
教
学
会
の
水
準
に

照
ら
し
て
道
悼
の
『
安
楽
集
』
を
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
迦
才
は
第
八
に
教
組
(
の
時
節
を
明
か
し
、
「
い
ま
時
は
正
し
く
こ
れ

念
仏
し
て
、
浄
土
の
行
を
修
す
べ
き
時
な
り
。
も
し
、
浄
土
に
生
ず
れ
ば
何
ぞ
但

だ
永
く
悪
道
を
離
る
の
み
な
ら
ず
、

ま
た
疾
く
無
上
菩
提
を
得
」
と
往
生
浄
土
門

の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
迦
才
は
第
六
に
、
現
に
往
生
を
得
た
僧
俗
二
十
名
の
行
状
を
示
し
て
い

る
。
道
梓
の
『
安
楽
集
』
に
も
印
度
と
中
国
の
浄
土
の
六
大
徳
を
挙
げ
て
は
い
る



以
上

一

1

1
、
機
悔
『
方
等
経
』
『
仏
語
』

一

一

2
、
菩
提
心
『
無
量
寿
経
』

一

一

3
、
称
名
念
仏
七
日
、
十
日
の
別
時

「

中

下

根

者

ム

『

阿

弥

陀

経

』

『

鼓

音

声

経

』

『

清

浄

平

等

覚

経

』

一

4
、
観
察
『
大
集
賢
護
経
』

「
5
、
回
向

が
、
と
の
井
州
を
中
心
と
す
る
往
生
人
の
実
態
を
具
体
的
に
不
し
た
こ
と
は
、
遭

紳
の
「
勧
信
求
往
」
の
精
神
を
反
映
す
る
も
の
と
も
と
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
長

安
に
お
い
て
は
ま
だ
よ
く
知
ち
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
太
原
玄
中
寺
を
中

心
に
起
こ
っ
た
阿
弥
陀
仏
の
本
願
念
仏
の
浄
土
教
を
長
安
の
仏
教
界
に
広
め
た
い

と
の
目
的
で
、
こ
の
迦
才
の
『
浄
土
論
』

は
著
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

回
向

以自 も自
来身 に身
のの 往の
功無 生功
徳始 せ徳
を以 んを
回来 とも
向の 回っ
す功 向て
る徳 す衆

る生
と
と生

(
2
)

こ
の
四
種
度
生
法
を
迦
才
は
『
正
法
念
経
』
の
説
と
す
る
が
、
東
貌
の
樫

曇
般
若
流
支
訳
の
『
正
法
念
処
経
』
七
十
巻
に
は
見
ら
れ
な
い
。
『
安
楽

集
』
で
は
、
「
メ
彼
経
云
」
と
し
て
『
大
集
経
』
を
指
す
よ
う
で
あ
る
が
、

『
大
集
経
』
に
も
直
接
こ
の
説
示
は
見
ら
れ
な
い
。

(
3
)

浄
影
寺
慧
遠
は
『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
本
に
阿
弥
陀
仏
の
寿
命
を
解
釈
し

て
「
然
仏
寿
命
有
レ
真
有
レ
応
。
真
如
一
一
虚
空
一
畢
寛
無
尽
。
応
身
寿
命
有
レ
長

有
レ
短
。
今
此
所
レ
論
是
応
非
レ
真
。
故
彼
観
音
授
記
経
云
無
量
寿
命
叫
班
長

久
一
亦
有
一
一
終
尽
一
。
故
知
是
応
。
此
仏
応
寿
長
久
無
辺
非
余
凡
夫
二
乗
能

測
一
故
日
二
鉱
山
且
一
塁
一
。
(
『
大
正
』
コ
一
七
、
一
七
三
、
下
)
と
あ
る
。
ま
た
、
占

蔵
も
『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
に
寸
観
化
者
観
一
西
方
浄
土

4

也
。
此
是
背
白

在
王
仏
時
法
蔵
主
口
薩
発
一
四
十
八
願
一
。
造
一
一
此
浄
土
一
仏
生
一
其
中
一
化
一
度

衆
生
一
。
観
一
一
此
仏
一
故
名
一
一
観
化
仏
身
一
。
(
『
大
正
』
ゴ
一
七
、
二
三
四
、
中
)
、

ま
た
、
智
頭
の
「
観
無
量
寿
仏
経
疏
』
に
も
寸
有
量
有
一
一
二
義
一
。
一
為
無

量
之
量
一
。
二
為
一
一
有
量
之
量
一
。
如
一
一
七
百
阿
僧
祇
及
八
十
等
一
。
是
有
量
之

量
。
如
一
一
阿
弥
陀
一
実
有
二
期
限
。
人
天
莫
レ
数
日
疋
有
量
之
無
量
。
応
仏
皆
為

両
量
一
。
逐
レ
物
随
レ
縁
参
差
長
短
。
(
『
大
正
』
=
一
七
、
一
八
八
、
上
)
と
あ

る
。
三
者
と
も
阿
弥
陀
仏
を
応
身
仏
と
見
て
い
る
。

(
4
)

司
安
楽
集
』
第
二
大
門
第
二
に
菩
提
の
名
体
そ
明
か
し
て
「
然
菩
提
有

三
種
。
一
者
法
身
菩
提
。
二
者
報
身
菩
提
。
一
二
者
化
身
菩
提
也
。
言
一
法

身
菩
提
一
者
。
所
謂
真
如
実
相
第
一
義
空
。
自
性
清
浄
体
無
一
一
機
染
。
理

山
山
一
天
真
一
不
レ
仮
一
修
成
一
。
名
為
一
一
法
身
一
。
仏
遺
体
本
名
目
一
菩
提
一
。
吉

報
身
菩
提
者
一
。
備
修
一
万
行
一
能
感
一
一
報
仏
之
果
一
。
以
果
酬
し
因
名
目
一
報

〔注〕

迦
才
の
往
生
国
を
図
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

l
通
悶
」
|
十
方
浄
土
を
感
ず
。
『
無
量
寿
経
』
一
二
輩
生
の
菩
提
心

「
三
世
浄
土
を
感
ず
。
『
観
経
』
三
福
の
浄
業

ー
上
根
者

-
一
方
を
標
し
て
往
生
を
求
む
。
(
器
世
間
浄
)

1
所
求
l
ム

一
「
一
仏
を
念
じ
て
師
範
と
す
。
(
衆
生
世
間
浄
)

別
因

-
心
念
」
|
仏
の
色
身
を
念
。
す

念

仏

上

「

仏

の

智

身

を

念

ず

「
口
念

l
i
百
万
遍
念
仏

寸
礼
拝

下
讃
歎

T
発
願

じ
じ
品
川
、
一
回
出
場
全
、

l
合
同
↓
』
1
1
1
1
誼
z
g
A

文
学
部
論
集

第
八
六
号
(
二

O
O
二
年
三
月
)

五



『
安
楽
集
』
と
迦
才
の
『
浄
土
論
』
の
比
較
研
究
(
佐
藤

健

ムノ、

身
一
。
円
通
無
擬
名
目
一
一
菩
提
一
。
言
一
一
化
身
菩
提
一
者
。
謂
従
レ
報
起
レ
用
能

趣
二
万
機
一
。
名
為
一
一
化
身
一
。
益
物
円
通
名
臼
ニ
菩
提
一
。
」
(
『
大
正
』
四
七
、

七
、
中

1
下
)
と
あ
る
。
こ
れ
が
道
縛
の
三
身
に
関
す
る
基
本
的
理
解
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
5
)

藤
堂
恭
俊
氏
は
「
震
旦
諸
師
の
浄
土
教
に
関
す
る
著
作
解
題
」
に
お
い

て
「
と
も
か
く
迦
才
は
道
紳
の
素
意
を
顕
彰
す
る
意
図
を
も
ち
な
が
ら
、
結

果
的
に
道
紳
の
浄
土
教
思
想
の
進
展
す
る
方
向
と
は
違
っ
た
方
向
を
た
ど
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
道
縛
の
浄
土
教
思
想
を
仏
教
々
理
学
の

精
華
を
誇
り
あ
っ
て
い
る
長
安
と
い
う
非
常
に
水
準
の
た
か
い
仏
教
思
想
界

に
承
認
さ
す
に
は
、
浄
土
教
思
想
の
内
か
ら
発
生
す
る
問
題
の
解
決
と
い
っ

た
前
向
き
の
姿
勢
と
い
う
よ
り
も
、
摂
論
宗
を
始
め
と
す
る
他
宗
の
教
学
を

意
識
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
問
題
視
さ
れ
る
も
の
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
浄
土
教
の
独
自
な
も
の
を
見
失
い
易
い
結
果
と

な
っ
た
わ
け
で
あ
る
」
(
『
浄
全
』
六
、
二
ハ
)
と
述
べ
て
い
る
。

(6)

成
瀬
隆
純
氏
は
「
迦
才
司
浄
土
論
』
成
立
考
」
に
お
い
て
寸
長
安
弘
法
寺

に
は
寺
主
静
琳
を
尋
ね
て
曇
延
の
高
弟
玄
現
、
法
常
が
時
折
訪
問
し
て
い
た

が
、
と
く
に
法
常
は
静
琳
の
臨
終
に
立
ち
会
う
程
の
親
密
な
間
柄
で
あ
っ
た
。

一
方
蒲
州
か
ら
も
曇
延
ゆ
か
り
の
僧
た
ち
が
客
僧
と
し
て
同
寺
を
尋
ね
た
こ

と
は
十
分
考
え
ら
れ
、
こ
の
寺
に
住
し
た
『
浄
土
論
』
の
著
者
は
、
楢
厳
土
守

流
の
浄
土
教
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
し

か
し
自
ら
玄
中
寺
に
赴
き
道
締
か
ら
直
接
本
願
他
力
の
称
名
念
仏
思
想
を
伝

授
さ
れ
た
か
れ
に
と
っ
て
、
観
仏
三
昧
を
目
的
と
す
る
念
仏
で
は
あ
く
ま
で

も
そ
の
対
象
が
限
定
さ
れ
て
凡
夫
救
済
の
教
法
た
り
え
な
い
こ
と
を
悟
り
、

本
為
凡
夫
の
浄
土
教
を
人
び
と
に
宣
布
す
る
た
め
に
は
、
『
安
楽
集
』
の
解

説
書
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
と
の
認
識
か
ら
、
本
書
の
執
筆
を
意
図
す
る
に
い
た

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
(
『
印
仏
研
』
四
二
、
三
、
七
七
)
と
論
じ
て
い

る。

(
さ
と
う

け
ん

仏
教
学
科
)

二

O
O
一
年
十
月
十
七
日
受
理

(
本
稿
は
平
成
十
一
年
度
、
併
教
大
学
特
別
研
究
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
)


